
中国旅行記 11 月 30 日（水）帰りました。                  2011 年 11 月 30 日(水) 

  

早いものであっという間に 5 日間が過ぎ、本日帰国致しました。 

今朝は、5 時にモーニングコール。5 時 45 分出発と言う強行軍でした。ツアーの仲間とは久しぶりに

会いました。「ツアーにはいらっしゃいませんでしたね。」「ええ、腰を痛めまして」とか、なんとか。 

 

昨日は、軍事博物館を見学後、ホテルで小休止し、ショッピングセンターへ買い物に行き、メシを食べ

てビールを買い込んで帰りました。 

ショッピングセンターでは顔なじみの店に行き、値段は自分で決めて、あわよくば更に少ない金額を渡

すという裏技を駆使して、お目当てのものを買いました。ここは客引きがとてもうるさいです。 

 

ショッピングセンターの地下に食堂があったので行ってみた。

看板には韓国料理の中に天ぷらと、日本蕎麦が入っていた。ここ

で働いている人たちが食べているが、価格表示がない。従業員価

格と客価格が違うのだ。客価格は顔を見て決める。私は中国語を

話すが明らかに従業人ではないので、高い金額を言われて結局、

外の四川料理を食べた、ここは綺麗で美味しく安かった。ビール

も美味かった。 

 

 

今回は 4 泊であるが、初日はチェックイン 22 時過ぎなので正味

3 泊のようなものである。 

このうち 2 晩は、カラオケスナックに行った。現在のママは私か

ら見ると 3 代目であるが、おおらかと言うか、店の鍵を交換してい

ない。私の持っている鍵で店が開いてしまうのだ。この間に合鍵が

幾つ作られたか、分かったものではない。 

 

 

街中の屋台で面白いものを発見した。どんぶりをビニール袋

で覆い、そこにご飯とおかずを盛って提供している。客が食べ

終えれば、ビニール袋を交換するだけ、つまり食器は洗わない

で済ますと言う水が貴重な北京ならではの風景。 

 

今回の北京は暑かったです。上着代わりのユニクロの薄手

のフリースにコートと言う、普通のいでたちですが、部屋は暖

房を切って 10cm しか開かない窓を全開にしてそれでも暑く、

街へ出る時は、フリース抜きでちょうど良かったです。乾燥も

思ったほどではなく、のど飴もほとんどそのまま持ちかえりました。 

成田に着いたらものすごく暑く感じ、コートもフリースも脱ぎ、シャツを腕まくりして帰宅しました。 

まあ、足の衰えは少し感じましたが、また行きたいと思っています。 

この人が今のママさん 

 

 

韓国料理に天ぷらや日本蕎麦 


